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 2錦 0年 に解

脚 渋谷区神富前5丁餞53む67)Mξ量轟発地です

。対像 ISD(b、 ESDにご謁め あ調書象 NPO、 行政、企業、学生の方など
。定員 :100名 (無料・要申週

【お閥もヽ合わせ先】

関東地方 ESD活動支援センター 担当 :伊藤、島田
〒150‐0001東京都渋谷区神富前 5‐ 53撼 6フ コスモス青山 BlF
TEL1 03‐ 6427-7975   FAX 1 03‐ 6427-7976
kantookantO― esdcentenjp http://kanto.esdcenteLjp
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国連が 2015年に定めた「持続可能な開発目標 (SDGs)」 は、世界の様々な諸課

題ほヌ寸して 17の目標・ゴーリレを設定し、「誰も置き去りにしない (no one wili be left

behind)」を基本理念に、2030年を達成年として課題解決を目指しています。「持続可

能な開発のための教育」(ESD)は、そうした世界から地域まで多様に存在する社会の課

題をそのつながりととむこ理解し、解決に取り組む人を育む教育・学習です。関東 ESDセン

ターで(よ、地域 ESD活動推進拠点 (地域 ESD拠点)とともに、ESDの取組・実践者を

支援し、増やt/tつながり、ともにSDGslc貢献する取り組みを推進しています。

今回のフォーラムでは、SDGsを 、いかに自分事として捉え、地域や職場などで実践・行

動するにはどうしたしたら良いか、どのような仕組みが必要なのか。地域 ESD拠点。実践者

をお招きし、皆で考える場にしたいと思いますので、是非ご参カロください。

東京ウ ィメンズプラザ

国離摯学   難融32歯
バス悸|           やg

=山
最り246             至■築前

南青山5‐
1  表響迫

■■ 11 雪露隻三ニユ2重鸞墓澤センター



はプ圏グラム
13i30 捜拶 <環境省関東地方環境事務所>

<関東地方 ESD活動支数 ンター 企画運営委員長/都鰯文科大学社会学科 高圏研教授>

趣鑽説明  1轟遊翁匿SD等の動向 (関東地方 経SD活動支援センター)13:襟 O

14:OC 事例

|

地域の成り立ちを知り、活かす取組としてジオパークの活量

を目指す活羨 、ESOとも関連性が高い活動を紹介しま

・鈴木雄介氏 (伊豆半島ジオパーク推進協議会 専任I

鯰 雷還曇罰量電蒐燥斃ずL翼駐7僕鷲口 ξ療暫菖堀聞冨鷲難誌ff彗貫鍛
貧駒対氣熊削

|

状 野党氏 (認定 NPO法人 茨城 NPOセンター・コモンズ 事務局長)<地域 巨SD拠点>       :
(NPO法人 フードバンク茨城 理事長)

SDGsの達成のためには、それを担う人材育成 =教育ガ

れないことによる貧困の連鎖を断ち切るような教育も必要
~

機 丼詈作氏 (多摩大学 高大接続アクティブラーニング

l■_域の中で低炭素社会を実現してしヽくために、企業・行勝

ライフスタイルを変えていく取り縄みについて紹介します。

。服部踊rll子轟轡 岡県地球温暖化防止活動推進センターゼネラルマネジャー)く黎零 早SP攣暮≧   __:
移動全体懇1 15:OO

1 1掛 :15

1 1ア :③③

分経会

全体纏無

事薇1紹介①～④を、さらに深く掘り下げるワークショガ権実施。

分科会での議論を全体で共穐します。

117:30:終 了

※18:00へ′19130隣接の地球環境ノヾ―トナーシッププラザ (GEOC)にて、懇親会を実施 (参カロ費 :1′ 000円 )

輻 螂
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卜筍鱚厄蝙

SDGsとは、国連が2015年に採択した「Susttinatte DevebpmentG饉抵(持続可能な開発□標)」

の日各称です。持続可能な世界を実ll■す統 めの 17のコ
｀
―ル・169のターゲットから構成され、地球上

の誰一人として取り残さないことを誓っています。SDGsは発展途上国のみならず、先進国自身が取り

組むユニバーサル (普遍的)なものであり、日本としても積極白勺に取り組んでし憲す。

ly―
Jレ

¬
|ご希望の分科会 □①ジオブゞ―ク □②食品懸ス □③「誰も置き去り{こしないJ教育 □④「気候変動対策」

参加する (参加費 ‡′000円 )

→懇親会参l」8者名簿に言己載 (可 ・ 不可)

参加しなしヽ
懇親会仰御参旗

関′ものあるテーマ・

Mに したいこと

このイベントをどこで :ロチラシ □web   ロメールニII―ス 御3蒙 歴SDセンター、GttOC)   □矢□人から      |
):矢目りましたか □その他 (

ISD活動支援センターからのメーリレニュ


